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　「VR コンテンツの祭典」を謳った「東京
VR コンテンツ FES 2017」が、7 月 29
日にお茶の水学園（東京・千代田区）で開
催された。招待されたので出向いてみたら、
13 の VR 関連企業が出展し、VR プロフ
ェッショナルアカデミー第 1 期生の作品が
17 件紹介されていた。
　企業展示で目立ったのは、VAQSO、カ
ディンチェ（Kadinche）、積木製作、クリ
ーク＆リバー（Creek & River）、シータ、
Littlstar Japan、アイロック（IROC）、イ
ンタラクティブブレインズ、ネストビジュ
アル（Nest + Visual）である。
　VAQSO（未知の未来に向かって“爆
走”するイメージが社名）は、VR 映像に
匂いを同期させるユニク―なデモで注目を
集めた。匂いを発するデバイスは、スナッ
クバーの「スニッカーズ」とほぼ同じサイ
ズで、重量は 50 グラムである。促される
ままにこのデバイスをヘッドマウントディ
スプレイ（HMD）Oculus Rift に装着し、
Oculus Touch ハンドコントローラーで実
際にコーヒーカップやチョコレートをピッ
クアップした瞬間、実物そっくりの香りを
感じることができた。発売予定を聞いてみ
たら、2018 年春との回答であった。
　VR を活用したトータルマーケティング
ソリューションを展開するカディンチェは、
6 月 3 日に茨城県「つくばカピオ」で開催
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いうタイトルで、若い女性にバーでカクテ
ルを作ってもらって、仲良く一緒に飲むと
いう VR シーンが再現された。同社のリ
ストには、この他に「呪刻列車」「Virtual 
Breaker」「蚊ぱっちん」など、12 種のコ
ンテンツが載っていたが時間がなくトライ
できなかった。
　シータ（θ）は、珍しい PICO テクノロ
ジーズ製 HMD を使って「透明少女」とい
うタイトルの VR コンテンツを再生して見
せていた。PICO HMD は、中国製とのこ
とであった。
　アメリカの Little Star Media の VR と
360 度コンテンツ配信プラットフォーム

「Littlstar」の日本版を展開する Littlstar 
Japan（業務提携先：ソニー・ミュージッ
クエンタテインメント）は、3 本のコンテ
ンツの試遊を促していた。最も迫力がある
と い う「Rocket Launch 360」 を HTC
製の HMD VIVE を装着して視聴させても
らったら、巨大な「デルタ4ヘビーロケット」
の打ち上げシーンが再現され見応えがあっ
た。他の 2 本は時間がなくて視聴できなか
ったが、「エイリアン・コヴェナント！胎内」

「ASTEROIDS!」というタイトルがついて
いた。
　ドライブシミュレーターの販売を手掛け
るアイロック（IROC）は、ロビーに「T3R 
Simulator」を設置して、来場者に「プロ
ドライバーレベルの体験ができる」と試乗
を促していた。トライする時間がなかった
が、非常に高精度な加工を施したシミュレ
ーターで、赤色に仕上げたボデイも素晴ら
しかった。HMD には、Oculus Gear VR
を採用していた。
　実写 VR 映像制作のプロ集団を自認
す る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ブ レ イ ン ズ は、
Kinematic VR ソリューションズを活用し
たサービス「VRounge」のデモで注目を
集めた。また、コンテンツとテクノロジー
の融合を目指すネストビジュアル（Nest + 

された「Innovation World Festa 2017
（イノフェス）」の模様と昨年の「イノフェス」
で話題になった小室哲哉のライブアーカイ
ブ映像を再生して注目の的になった。撮影
は、パナソニック製の 360 度 4K ライブ
カメラシステムとブラックマジックデザイ
ンの 4K カメラに魚眼レンズを装着して行
ったという。VR コンテンツの試遊に使わ
れた HMD は、Oculus Gear VR であった。
　建築系の CG 制作と VR コンテンツ制作
を手掛ける積木製作は、清水建設が制作し
た「シミズ・ドリーム」と名付けた 3 本
のコンテンツをマイクロソフトのホロレン
ズで体験させていた。「Ocean Spiral」と
いうコンテンツをトライさせてもらった
ら、透明なレンズ部に深海未来都市のホロ
グラム映像が出現し、人間との新しい繋が
りが分かりやすく示されていた。「Green 
Float」では、海上に高さが 1000 メート
ルもありそうなツリー状の建造物が出現し、
夢のような世界を満喫できた。
　クリーク＆リバーは、同社が誇る「アイ
ディアレンズ K2+」を使う試遊デモを行っ
ていた。パソコンやスマホにケーブルで接
続しないスタンドアローン型デバイスとし
て完成しているのが特色である。AMOLED
ディスプレイによる 2.5K クラスの高解像
度を実現しているのも強みである。試遊さ
せてもらったコンテンツは「恋愛体験」と

写真 1　VAQSO 社は、VR 映像に匂いを同期させ
るユニク―なデモで注目を集めた。

写真 2　クリーク＆リバー社は、スタンドアローン型「ア
イディアレンズ K2+」を出展し、AMOLED ディスプレ
イによる 2.5K クラスの高解像度を実現していた。

「東京 VR コンテンツ FES 2017」が開催「東京 VR コンテンツ FES 2017」が開催
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Visual）は、同社がホロレンズ用に制作し
たというデジタルコンテンツ「イノセント
フォレスト」を披露した。
　VR プロフェッショナルアカデミー第 1
期生 17 名によるコンテンツの傑作は、佐
藤 塁 の「 乗 馬 VR」 で あ っ た。HMD に
HTC VIVE を使って、実際に手綱を駆使し
て乗馬をしているかのような臨場感を満喫
させるのが特色と言える。この他、手軽な
ハコスコを使って試遊できるコンテンツ、
音声認識を付加価値にした VR コンテンツ、
気配を伝える VR コンテンツなど非常にバ
ラエテイに富み、かつ豊かな発想が感じら
れるものが揃っていた。
　 上 述 し た「 東 京 VR コ ン テ ン ツ FES 
2017」から戻って、今年の VR の動向を
改めて振り返ってみた。
　まず、4 月に開催された「2017 NAB
シ ョ ー」 で は、VR カ メ ラ の 競 演 が 見
られた。フラウンホッファー HHI 社の

「OmniCam360」、 ノ キ ア の「OZO+」、
中 国 イ ン ス タ 社 の「360 PRO」「360 
Nano」「360 Air」、ビデオ・ステッチ社
の「Orah 4i」、 リ コ ー の「RICOH R」、
GoPro の「OMNI」など数えきれないくら
い多種多彩な製品が揃っていた。
　VR 中継車も 2 台出展されており話題を
呼んだ。1 台は、オール・モバイル・ビデ
オの子会社 VRLIVE 社が出展したもので、
車上にはノキアの VR カメラ「OZO」が、
車内には朋栄のビデオスイッチャ「HVS-
390HS」が搭載されていた。もう 1 台は、
TV プロギアがインテル社向けに製作した

「True VR」と呼ばれる VR 中継車で、3 月
に開催されたバスケットボールの全米大学
ナンバーワンを決める NCAA トーナメント
の決勝戦を撮影した VR 映像で注目の的に
なった。

　次いで、5 月に行われた「BroadcastAsia 
2017」 で は、 パ ナ ソ ニ ッ ク、Ideal 
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System、Wasp3D の 3 社 が VR/AR を
前面に押し出して出展した。
　パナソニックは、360 度ライブカメラシ
ステム「AW-360C10/AW-360B10」を
大々的に紹介して注目を集めた。臨場感の
ある 4K 映像をリアルタイムに中継できる
のが特色である。
　シンガポールの Ideal System は、香港
の PCCW グローバルと組んで 4 月初めに
制作・配信した「香港ラグビーセブン」（7
人制国際ラグビー大会）の 360 度 VR 映
像を披露していた。ノキアの OZO を 3 台
使って制作した珍しい 2K x 2K 3D 映像で
ある。
　インドの Wasp3D 社は、同社特有のエ
ンド・ツー・エンド・リアルタイム・グラ
フィック・プロダクション・ワークフロー
を駆使して制作した AR のデモを実施した。
埋め込まれている人物が、豪華な宮廷ロビ
ーのあちらこちらに次々に出現するという
コンテンツであった。

　さらに、日本では、NHK 技術研究所（技研）
が 5 月末に行った
技研公開で、世界
最小 8.3 インチの
8K 有 機 EL デ ィ
スプレイを用いた
VR システムの試
作品を紹介した。
15K x 30K の 超
高解像度で撮影し
た全天周の静止画
から、ユーザーの
視線方向の画像を
リアルタイムで切

り出して表示できるシステムである。コン
テンツは、4K デジカメで JAXA の筑波宇
宙センター内を撮影した静止画像で、8 台
のカメラを駆使して全天周を撮影したとい
う。ディスプレイでの再現画像は右目も左
目も 4K を実現しており画期的であった。
　また、第 3 回「先端コンテンツテクノロ
ジー展」が、6 月末に東京ビッグサイトで
開催され、パナソニックが、220 度の広視
野角、4K レベルの解像度を誇る HMD の
試作品を出展して注目の的になった。今後
の HMD の傾向としては、高視野角、高解
像度、一体型に移行していくものと思われ
る。

写真 3　クリーク＆リバー社は、「呪刻列車」「Virtual 
Breaker」「蚊ぱっちん」など、12 種の VR コンテン
ツを再現して見せていた。

写真 4　VR プロフェッショナルアカデミー第 1 期
生 17 名によるコンテンツの傑作は、佐藤塁の「乗
馬 VR」であった。（HMD は、HTC 製の VIVE）


